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１．概要（Summary） 

マイクロデバイスの開発では、応用先の高度化に伴い、

機能性の向上と製作工程の簡易化が求められている。本

研究では、感光性材料と銅粒子を懸濁させた複合材料を

用いて、マイクロヒータとして機能する微細構造をフォトリ

ソグラフィで製作した。複合材料で製作した微細構造は、

複合材料に含まれる銅粒子の光熱効果によって、励起光

の照度の増加に伴い、表面温度が上昇する傾向を示した。

製作した微細構造の膜厚測定には、山口大学微細加工

プラットフォームの触針式表面形状測定装置を使用した。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

・触針式表面形状測定装置 

・マスクレス露光装置 

・ECRエッチング装置 

・UHV10元スパッタ薄膜形成装置 

【実験方法】 

本研究で使用する感光性複合材料は、感光性ネガ型

フォトレジストの SU-8 と銅の微小粒子を懸濁することで調

製した。感光性複合材料のマイクロヒータとしての機能を

評価するために、8 × 15 mmの矩形パターンをカバーガ

ラス上にフォトリソグラフィで製作した。製作したデバイスを

倒立型蛍光顕微鏡に設置し、緑色の励起光を照射したと

きの温度をサーモグラフィカメラで計測した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

製作したデバイスの複合材料のパターン膜厚を計測し

た結果、約 7 mであった。複合材料のマイクロヒータとし

ての機能を評価した結果、励起光の照度の増加に伴い、

温度上昇量が増加する傾向を示した（Fig. 1）。本実験に

おいては、励起光の照度が 111 W/cm2のとき、最大の温

度上昇量である約 48.2°C が得られた。以上の結果より、

提案する複合材料はマイクロヒータとして機能を有してい

ると考えられる。 
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Fig. 1 Evaluation results of microheater 

 


